
法

然

士

人

の
善

導

観
山

本

憲

昌

偏
依
善
導
論

に
対
す

る
偏
依
善
導
を
高
調
さ
れ
る
べ
き
理
由
が

二
っ
上
げ
ら
れ
る
と
思
う
。
そ

の

一
つ
は
内
面
的
な
理
由
と
他
の

一
つ
は
外
面
的
な

理
由
で
あ
る
。
法
然
上
人

は
こ
の
理
由
か
ら
な

る
偏

依
善
導
を
高
調
さ
れ
た
故

、
卒
業
論
文

に
二
項
目
を
取
り
入

れ
た
が

こ
丶
で
そ
の

一
部

「
内
面
的
理
由
」
を
取
り
上
げ
て
み
よ

う
o法

然
上
人

の
求
道
遍
歴
は

「
四
十
八
巻
伝
」

に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
が

、
十
八
才

の
時
か
ら
始

め
ら
れ
た
が

、
当
時
は
闘
争

に
次
ぐ

闘
争

の
世
で
人

々
は
戦

い
に
お
び
や
か
さ
れ
て
生
活
は
路
頭

に
迷

い
、

ど
こ
を
見
て
も
、
死

の
恐
怖

に
お
の
の
く
有
様
で
、
当
時

の

南
都

北
嶺
の
僧
も
大
衆
と
遊
離

し
、
山
門
の
徒
は
あ
ら
そ
い
寺
塔

を
焼
き
僧
団
と

の
間

の
紛
争
は
常

に
絶
え
ず
教
理
は
機
根

に
相
応

せ
ず

た
y
形
式
を
重
ん
じ
て
満
足
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
世
相

の
下

に
法
然
上
人

の
求
道
遍
歴
は
為
さ
れ

た
の

で
あ
り
、
西
塔
黒
谷
慈
眼
房
叡
空
を
訪
ね
、
嵯
峨
の
清
涼
寺

に
祈

請
し
、
蔵
俊
僧
都
、
寛
雅
権
律
師
、
慶
雅
法
橋
等
当
時

の
名
僧
知

識
を
訪
ね
て

道
を
求
め
た
が
そ
れ
は
無

為

に
終

つ
た
の
で
あ
る
。

た

父
普
通

の
人
間

で
あ

つ
た
な

ら
そ
れ

で
満
足
し
て
し
ま
う
の
で

あ

る
が
、
法
然
上
人

の
求
め
る
法
は
智

解

に
依
つ
て
得
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

.あ

求

め
て
得
ざ
る
苦

〃

.あ

事

は
如
何

に
法
然
上
人
を
苦

し

め
た
か
判
ら
な

い
が
、
そ
れ

に
屈
す

る
法
然
上
人
で
は
な

か
つ

た
。

青
年
求
道
僧

の
法
然
上
人

の
燃
え

る
が
如
き
情
熱
は
増

々
法

然

上
人
を
奮

い
起
し

た
②

法

然
上
人

は
歴
訪

に
依

つ
て
得
ら
れ
な

か
つ
た
法
門

に

一
時
歴

訪

の
歩

を
止
め
て
、
苦
悩

と
希
望

と
の
矛
盾
を
胸

に
再
び
黒
谷

へ

帰
ら
ね
ぽ
な
ら
な
か

つ
た
。

こ
の
黒
谷

に
於
て
、
今
迄
外
に
向

つ

て

い
た
求
道
方
法

は

d
転
し
て
内

に
向

つ
て
真
実
法
門

の
発
見

に

勉

め
ら
れ

た
。
法
然
上
人

の
求
め
て
止

ま
ざ
る
不
屈

の
精
神
と
初

志
貫
徹

へ
の
努
力
を
仏
は
見
捨
て
は
し
な
か

つ
た
。
即
ち
闇
夜

の

暗
さ
が
増
す
毎
に
そ
れ
は
夜
明

へ
の
矛

一
歩
で
あ
る
如
く
、
深
く

悩
ま
れ
た
法
然
上
人

に
も
開
明
は
与
え

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

法

然
上
人
が
恵
心
僧
都

の
指
南

に
導

か
れ
て
、
進
ん
で
中
国
の
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善
導

大
師

の
観
経
疏
を
手

に
取

り
熱
読
翫
味
さ
れ
た
時

で
あ
る
。

心
魂

を
傾
け
む
さ
ぼ
る
様
に
読
ま
れ

た
法
然
上
人
は
疏

の
散
善
義

に
至
り一

心

専

念

彌

陀

名

号

行

住

坐

臥

不

問

時

節

久

近

念

念

不

捨

者

是

名

正

定

之

業

順

彼

仏

願

故

(浄
土
全

二

巻
五
八
頁
)

の
丈
を
見
る
に
及
び
、
こ
の
行
法
こ
そ

二
十
有
余
年

求
め

て
止
ま
な
か
つ
た
法
門
で
あ
る
と
歓
喜
さ
れ
た
。
こ
の
交

に

依
つ
て
時
空
を
異

に
し
た
法
然
上
人

と
善
導
大
師
は
強
く
結
び

つ

い
た

の
で
時
正

に
承
安
五
年

の
春
、
濁
世
を
救
済
す
る
法
灯
は
打

ち
立

て
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
時

に
法
然
上
人

は
年

四
十
三
で
あ

つ

た
。

こ
丶
に
於
て
法
然
上
入
と
善
導
大
節
と
は
精
神
的
に

一
致
し
、

法
然
上
人
は
心
中

に
偏

依
善
導

と
叫
け
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

こ
そ
法
然
上
人
の
偏
依
善
導
高
調

の
内
面
的
理
由
の

一
つ
て
あ

つ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
交

に
依
つ
て
法
然
上
人
は
浄
土
開
宗

の
決
意

を
さ
れ
た
が
、
又
開
宗
の
典
拠
の
文

に
つ
い
て

彼
僧
浄
土
宗
を
立
給
な
る
は
い
つ
れ

の
交

に
よ
り
て
、
立
給

そ

や
と
た
つ
ぬ
る
と
き
善
導

の
観
経
の
疏
の
附
属

の
丈
な
り
と

答

給

に

(法
然
全
八

一
八
買
)

と
四
十
八
巻
伝

矛
五

に
こ
の
様

に
な
す
説
が

あ
る
が
、
こ
の
観
経

散
善
義
巻

の
文
と

云
う
の
は

上

来

雖

説

定

散

両

門

之

益

望

仏

本

願

意

在

衆

生

一
向

専

称

彌

陀

仏

名

の
文

で
あ
り
、
之
の
文
も
開
宗

に
相
応

し
い
重
要
な
文
で
法
然
上

人
も
こ

の
善
導
大
師

の
釈

を
見
ら
れ

て
深

く
彌
陀

の
本
意
を
感
じ

た
故

に
こ
の
文
も
他
に
見
ら
れ

ぬ
金
句
で
あ

る
。
多
く
の
交
献

で

は
前
者

の
文
を
開
宗
典
褪
の
文
と
し
て

い
る
が
、
共
に
善
導

大
師

の
根
本
精
神
で
あ
り
、
こ
れ

に
依

つ
て
法
然
上
人
が
善
導
大
黼
を

通
し
て
彌
陀

の
弘
願

に
順
じ

た
も

の
な

の

で
あ

る
。
法
然
上
人

の

夢

中

に
於
け
る
善
導

と

の
対
面
に
仏
祖

の
証
誠

で
あ
り
、
益

々
所

有

の
義

の
仏
祖

に
違
わ
ざ

る
事
を
確
信

の
上
に
確
信
を
堅
め
た
と

同
時

に
善
導
大
舗

は
法
然
上
人

に
と
つ
て
教
鰤

で
あ
り
か

つ
、
彌

陀

の
化
身
で
も
あ

つ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
二
祖
対
面

(十
六
門
記

(法
然
金
六
四
八
頁
)
)
に
依

つ
て
法
然

上
人

の
偏
依
善
導

の
旗

熾

は
強
く
樹

立
せ
ら
れ
た
の
で
、

こ
の
二
祖
対
面
が
偏
依
善
導
高

調

の
理
由
の
う
ち
内
面
的
理
由

の
矛
二
な

の
で
あ
る

の
で
、
前

の

矛

一
の
善
導
観
経

の
疏

に
依
る
精
神
的

一
致
と
、
こ
の
矛
1
1
6'
l
i

祖
対
面
に
依
つ
て
、
法
然
上
人

は
精
神
的

に
心
証
せ
ら
れ

て
偏
依

善

導
と
な

つ
た
事
を
知

る
の
で
あ

る
。
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こ
の
偏
依
善
導

の
旗
幟
は
法
然
上
人
が
浄
土
開
宗

に
当

つ
て
樹

立
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
根
本
精
神
は
法
然
上
人
滅
す

る

迄
は
法
然
上
人

に
と

つ
て
は
何
等
変
ら
な
か

つ
た
の
で
あ
る
が
、

そ

の
表
現
方
法
の
点

に
於
て
は
差
異
が
あ

る
様
で
、
法
然
上
人
が

六
十

六
才

の
時
の
著
と
云
わ
れ
て

い
る

「
選
択
本
願
念
仏
集
」

に

現
わ

れ
た
偏
依
善
導

に
於
て
は
伝
承
血
脈

の
問
題

に
し
ろ
善
導
大

師
の
神

格
化

の
問
題
に
し
ろ
善
導

一
師
一に
帰
す
る
事
を
徹
底
的

に

強
調

し
て

い
る
の
を
見
る
も
の
で
、
そ

こ
に
は
何
等
か
の
理
由
が

あ
る
事

は
想
像
す
る
に
難
く
な

い
。

以
上

の
卒
業
論
交
の

一
項
か
ら
内
面
的
な
理
由

に
よ
る
法
然
上

人

の
善
導
観
を
挙
げ
て
見
た
わ
け
だ
が

、
頁
次
数

の
関
係
で
外
面

的
な

理
由
が
挙
げ

ら
れ
な

い
の
は
残
念
で
あ
る
。

浄

土
三
派

の
三
心
観
に
関
す
る

一
考
察

吉

田

真

弘

　

凡
そ
宗
教
の
根
本
本
質
は
、
人
間
生
活
の
現
存
在
に
於
け
る
生

の
悩
み
を
解
決
し

、
心
に
真

の
安
ら

い
を
得
る
こ
と
、
即
ち
安
心

立
命
を
得

る
こ
と
で
あ

る
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
意
味

に

於
て
法
然
浄
土
教

に
説

か
れ
る
安
心
問
題
を
正
し
く
理
解
認
識
す

る

こ
と
は
、
重
要
な
意
義
を
有
す

る
と
云
え
よ
う
。

浄
土
教

に
云
う
安
心
と
は
、
観
経

に
説

か
れ
る
至
誠
心
、
深
心
、

廻
向
発
願

心
の
三
心
を
指
す
の
で
あ

る
が

、
こ
の
三
心
を
い
わ
ゆ

る
安
心
と
し
て
重
要
視
し
た
の
は
、
中
国

で
は
唐

の
善
導

で
あ
る
。

即
ち
善
導

以
前
の
曇
鸞

、
浄
影
寺
慧
遠
、

嘉
祥
寺
吉
蔵

、
天
台
智

鍛
、
道

綽
、
慧

浄
、
道
関
}、
迦
才
等

の
浄

土
教
諸
緬
は
、
維
塵
∵
経

や
華
厳
経
、
起
信
論

に
説
か
れ
る
菩
提
心
と
し
て
の
三
心
を
重
視

し
、
観
経
の
三
心
を
も
同
義
異
名
で
あ
る
と
し
で
、
安
心
と
し
て

の
三
心
を
説
か
な

が
つ
た
様

で
あ
る
。

一
方
我
国

に
於
て
も
法
然

に
至

つ
て
始

め
て
安
心
と
し
て

の
三
心
を
重
要
視
し
た
の
で
あ

つ

て
、

法
然
が
善
導

の
観
経
疏
散
善
義

に
説

か
れ
る
三

心
釈
を
継
承

す
る
迄
は
、

い
わ
ゆ
る
法
然
以
前

の
良

源
、
源
信
、
永
観
、
珍
海

等

の
諸
師

は
、
多
少
そ
れ

に
近

い
者
は
あ

つ
て
も
、
中
国
善
導
以

前

σ
諸
師
と
同
様
維
摩
経

や
起
信
論
中

心

の
三
心
釈
を
と

つ
て

い

た
様
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
善
導

法
然

の
両
者

に
よ

つ
て
三
心
を

宗
教

の
本
質
た
る
安
心

と
し
て
理
解
さ
れ

、
浄
土
教
の
安

心
問
題
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